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     令和８年９月１１日 

新潟地域振興局地域整備部 

高校生に建設産業の魅力と重要性を伝えるために「身近な社会資本の 
見学会」を開催します 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
新潟県では、建設産業の活性化を図ることを目的に「持続可能な社会づくりに貢献する建設

産業をめざして」を目標に掲げ、様々な施策に取り組んでいます。 
このたび、入職促進の取組の一つとして、新潟県立新潟工業高等学校の生徒を対象に、身近

な社会資本の役割を学習し、建設産業の魅力と重要性について理解を深めてもらうため見学会

を開催します。   
１ 日 時 

令和８年９月１８日（金） 午前10時55分から午後3時35分まで 
 
 ２ 場 所 

  ○室内学習 新潟県立新潟工業高等学校 
     「私たちの暮らしと建設産業の役割」、「新潟市に広がる海抜ゼロメートル地帯と山

の下閘門排水機場の役割」について学習します。 
  ○見学１ 山の下閘門排水機場 
     山の下閘門排水機場にて、閘門を開けることにより水が下流側から流入する状況を

見ることで、通船川の水位がマイナス1.65mであることを実感します。 
  ○見学２ 株式会社 廣瀨 
     ㈱廣瀨が導入した遠隔バックホウをはじめとした最新技術を見学し、変わりつつあ

る建設業の現在を認識していただきます。 
 
３ 参加者 

新潟県立新潟工業高等学校 都市工学科２年生 39名（引率教員2名） 
  

４ その他 

   当日のスケジュール、その他詳細は次頁のとおりです。 

山の下閘門排水機場 ㈱廣瀨 

本件についてのお問い合わせ先 

新潟地域振興局 地域整備部 

  計画調整課長 寺井 

（電話）025-273-3125 



 
『身近な社会資本の見学会』スケジュール 

 

 

時間 内容 場所 

10:55～11:45 室内学習 新潟工業高等学校 

新潟市西区小新西 1-5-1 

12:50～13:20 見学１ 

 

山の下閘門排水機場 

  新潟市東区沼垂 6012-2 

13:50～14:55 見学２ 

ICT 技術、遠隔重機 

㈱廣瀨 

  新潟市西区善久 823 

15:00～15:35 若手技術職員との意見

交換 
 
※「見学２」の行程は２班に分かれます。報道取材は現場の指示に従い一つの班で対

応します。 
 
 
【その他】 

・取材を希望される報道機関は、別紙取材申込書を９月１６日(水)正午までにＦＡＸ

してください。 

 

【位置図】 
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

山の下閘門排水機場 ㈱廣瀨 本社 
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㈱廣瀨 

善久 

上善久 
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新潟県新潟地域振興局地域整備部　計画調整課　行き
ＦＡＸ番号：０２５－２７５－８７１１

　　日　時　：　令和８年９月１８日（金）　午前10時55分から午後3時35分まで

会社名 担当者名
連絡先

（電話番号）
取材予定
人数

車の有無
（台数）

取材希望場所
（番号を丸で囲ってください）

（記入例）
   ○○新聞社 ○○ ○○ ××ｰ××ｰ×× 1 1

 １ 室内学習
 ２ 山の下閘門排水機場
 ３ ㈱廣瀨

 １ 室内学習
 ２ 山の下閘門排水機場
 ３ ㈱廣瀨

身近な社会資本の見学会　報道取材申込書


